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これが 1nl 上の点であるから 
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任意の t について成立するには 02)3( 11   nnnnn bbaba  ──① 01  nn ba  ──② 

②より nn ba  1  ①に代入すると 0)23( 1  nnnn babb  
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以上により、 0nb の条件下で nnnnn babba
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(1)で求めた関係式より 12
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これより、 nn aa
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1  は一定である。 2,3 00  ba より、 21 a であるから 

 
2

1

2

1

2

1
011  aaaa nn  )1(

2

1
11  nn aa  

1

0
2

1
)1(

2

1
1






















nn

n aa  )0(1
2

1
1

≧na

n

n 











 

したがって )0(1
2

1
≧nb

n

n 







 であるから、確かに 0nb である。 

 

ここで、 12  nn ba であるから、 nl は定点 )2,1( を通る。 
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であり、 nl は 1 yx に近づく。 

領域 nD は、 nl を境界線に原点を含まない側を表すので、 

求める範囲は右図の通り。 

境界線は実線部のみ含み、点 )2,1( は含まない。 
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